
）は

「
年

に
１
回
以
下
」
と
の

″半
数
を
占
め
た
。
同
社
は
「実
　
ョ「
日

コ́
ン
内
部
は
高
湿
度
で
風
呂

　

一十
Ｔ

一の
カ
ビ
が
発
生
し
や
す
い
エ
　
ア
〓

ヽ御
『
入
り
前
に
対
策
を
」
と
　
一
日
一

一は
全
国
の
２０
～
６０
代
の
男
女
　
士
雷
同

）人
を
対
象
に
実
施
し
た
。
結
　
一
ぃ
′

いる
と
、
最
も
カ
ビ
が
気
に
な

　

「
ノ

一は
「梅
雨
」
が
６
割
以
上
で
、　
　
・
Ｊ

ヽ
カ
ビ
が
気
に
な
る
場
所
は

　

一

】

【呂
」
が
最
多
の
約
８
割
を
占
　
７
′

いい
で

「
エ
ア
コ
ン
」
が
約
３
　
・口　
」

‐狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
高
湿
度
」
　

守
ユ

一点
だ
が
、
大
き
く
差
が
開
く

で
発
売

山を
拡
充

）た
最
上
級
の
グ
レ

）わ
し
い
高
級
感
と

で
発
売
し
た
新
型

Ｕ
Ｉ
Ｘ
」

ょ
ゞ
自
動
車
提
供
）

‖
=鳳
記t

り書」オしブこり し
にくい。 10ミ リ
イκ入 りで価格
は 1650円。 問

い合 わ せ は、 通 話 無 料 の 愛 用 者 室 容

(0120)147420。
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■メールの開封率 向上サ ー ビス「 件名 Al」
日々、多 くの人 は業務連絡 やメ ールマガ ジ ン、迷惑 メールなど、数多

くのメ ールを受信 して いる。そ して、 これ らのメールの受信者 は、た っ

た十数文字 の件名で 開封 するか否かの判断を下す。企業が いかに優れた

メール コンテ ンツを作成 して も、開封 されな ければその努力 は無駄にな

って しまうのだ。
この課題 に対処するため、グ ローカル MA(川 崎市 中原 区、福嶋信代
表取締役 )は 、マ ーケテ イングオ ー トメーシ ョンと
呼ばれ るマーケテ ィング活動 を 自動化する概念 に基
い き、メールの件名 に着 目した新 しいサ ー ビス「 件

名 AI」 を開発 した。 このサ ー ビスは、チ ャッ トG
PTな どの生成 AI(人 工知能 )を活用 して メール
の件名を 自動で生成 し、加 えて、評価用 AIで 顧客
情報 と過去 のメール配信履歴を分析 し、最 も効果 的

な件名を選定 して対象者 ごとに 自動的に割 り当てて

開封率 を上 げる仕組みだ。

「 件 名 AI」 を導 入 した株 式 会 社 SBI新 生 銀 行
は、 ウ ェブ 外 貨 取 引 の施 策 で 、 メ ール 開封 率 を 50.2.
%か ら 59.6%へと向上 させ る成 果 を上 げた。 この よ |

うな実績が高 い評価 を受 け、グ ローカル MAは 川崎市産業振興財 団主催
の「 第 138回かわ さき起業家オ ーデ イシ ョン」で「 かわ さき ビジネス・
アイデ アシーズ賞」を含 む五 つの賞を獲得 した。「件名 AI」 は、今年
中に ウ エブ アプ リ化 し、本文 自動生成技術を拡充する予定で ある。

マ ーケ テ イングオ ー トメーシ ョンを導入 したものの使 いこなせて いな

い企業 は多 い。技術的な側面だ けでな く、マーケテ イング戦 略や顧客 の

ニーズを理解する ことが必要 となる。同社 は従業員 10人程度のベ ンチ ヤ
ー企業で はあるが、 ITス キルだ けでな く、 ビジネスモデル研究、 コミ
ュニケ ーシ ョン能力 向上 など若手 の育成 にも力を注 いで お り、そのよう

な企業 の懸 け橋 となる「 人財」を育て る ことを 目指 して いる。

福嶋社長 =写真 =は、「 やみ くもに規模 の大 きい企業 を 目指す という
よ り、一人一人 のメ ンバ ーの力を向上 させ『 マーケ テ ィングオ ー トメー

シ ョンの本当の力 を引 き出す専 門家集 団』 として、成長 して いきたい」

と語 る。

◇

株式会社グ ローカル MA〒 211-0041川 崎市 中原 区下小 田中 3の ■の
60  2■ 044(789)8876  https://glocalrna.jp/contact/

(情報提供・ 川 崎市産業振興財 団 )

轟基信革姦呂磐内部高湿度も「月

ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
さ
を
強
調
し
て

い
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

新
世
代
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
を
採

用
し
、
安
全
機
能
を
拡
充
さ
せ

た
。
交
差
点
進
入
時
や
対
向
の

横
断
歩
行
者
を
検
知
し
、
危
険

時

に
は
自
動
ブ
レ
ー
キ
が
作

動
、
衝
突
を
防
ぐ
と
い
う
。

同
日
に
タ
イ
で
実
施
し
た
商

品
発
表
会

で
南
真
介
社
長
は

「
Ｍ
Ｕ
＝
Ｘ
は
、
い
す
ゞ
ブ
ラ

ン
ド
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
力
強
く

け
ん
引
す
る
主
力
商
品
の

一
つ

で
あ
り
続
け
る
と
確
信
す
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｕ

Ｉ
Ｘ
は
、
７
人
乗
り
の
Ｓ
Ｕ
Ｖ

で
、
タ
イ
の
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
や
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
、

世
界
６０
カ
国
以
上
で
販
売
し
て

い
る
。
　

　

　

（森
　
俊
平
）

ホ
ン
グ
は
１３
日
、
軽
自
動
車

タ
イ
プ
の
新
型
商
用
電
気
自
動

車

（
Ｅ
Ｖ
）

「
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｎ

ｅ
‥

（
エ
ヌ
バ
ン
イ
ー
）
」
を

１０
月
１０
日
に
発
売
す
る
と
発
表

し
た
。
騒
音
が
少
な
い
Ｅ
Ｖ
は

住
宅
街
で
の
配
送
な
ど
に
適
し

て
お
り
、
法
人
向
け
を
中
心
に

需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。
ラ

イ
バ
ル
各
社
も
商
用
Ｅ
Ｖ
の
開

発
を
進
め
て
お
り
、
競
争
と
な

り
そ
う
だ
。

エ
ヌ
バ
ン
イ
ー
の
航
続
距
離

は
２
４
５
キ
ロ
。
大
容
量
バ
ッ
テ

リ
ー
の
採
用
で
、
先
行
他
社
よ

り
長
い
距
離
を
確
保
し
た
。
同

時
に
部
品
の
小
型
化
に
よ
り
、

広

い
車
内
を
実
現
し
た
と
い

う
。希

望
小
売
価
格
は
２
４
３
万

９
８
０
０
円
か
ら
で
、　
一
部
は

リ
ー
ス
契
約
。
各
種
の
補
助
金

を
活
用
す
れ
ば
、
実
質
負
担
額

は
２
０
０
万
円
を
切
る
こ
と
が

可
能
と
い
う
。

当
初
は
今
春
の
投
入
予
定
だ

は
、
三
菱
自
動
車
が
昨
年
に
「
ミ

ニ
キ
ャ
ブ
Ｅ
Ｖ
」

（航
続
距
離

１
８
０
キ
ロ
）
を
発
売
し
た
。
日

産
自
動
車
は
今
年
２
月
、
三
菱

か
ら
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る

生
産

（
Ｏ
Ｅ
Ｍ
）
を
受
け
、
ミ

ニ
キ
ャ
ブ
Ｅ
Ｖ
を
ベ
ー
ス
と
し

た

「
ク
リ

ッ
パ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
」
を
投

入
し
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
ダ
イ

ハ
ツ

エ
業
、
ス
ズ
キ
も
共
同
開
発
し

て
い
る
が
、
ダ
イ

ハ
ツ
の
認
証

不
正
問
題
の
影
響
で
発
売
が
延

期
と
な

っ
て
い
る
。

ホ
ン
グ
の
新
型
商
用
Ｅ
Ｖ
「
Ｎ

Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｎ
　
ｅ
」

＝
１３
日
午
前
、埼
玉
県
和
光
市

つ
い
て
は
約
６
割
が

「
や
り
方
が
分

か
ら
な
い
」
と
回
答
。
複
雑
な
構
造

の
た
め

「
見
て
見
ぬ
ふ
り
家
電
」
に

な

っ
て
い
る
実
態
が
浮
か
び
上
が

っ

た
。同

社
の
担
当
者
は

「
エ
ア
コ
ン
内

部
を
乾
燥
さ
せ
る
と
カ
ビ
対
策
に
な

る
。
内
部
乾
燥
機
能
が
な
い
場
合
は
、

運
転
後
に
３０
分
か
ら
１
時
間
程
度
、

送
風
運
転
を
」
と
説
明
。
フ
ィ
ル
タ

ー
に
付
着
し
た
は
こ
り
や
汚
れ
も
カ

ビ
発
生
の

〃
栄
養
分
″
に
な
る
こ
と

か
ら
、
清
潔
な
状
態
を
保

つ
こ
と
が

必
要
と
し
て
い
る
。

（宮
崎
　
功

一
）
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